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日時●令和７年１０月１０日(金)
場所●原町区福祉会館 大会議室
発表●福島市立平野中学校⾧ 佐藤裕子

「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成
福島支会【第７小主題】

第５３回福島県中学校⾧会研究協議会相双大会

はじめに

■福島支会 24名（２つの特別支援学校、附属中を含）

■研究計画
６月 実態把握（foamによるアンケート実施）
７月 アンケート結果の共有
８月 実践をもとにしたワークショップによる研究協議
１０月 中間発表
１１月 成果と課題のまとめ

■本日の発表
９つの実践の概要
うち、２つの実践の詳細
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現状についての把握 07/06/01実施（会員24名）

自校課題

■若手とベテランの二極化（ミドルがいない）
■指導力不足教員の増加（若手が増えてきている）
■初任者への指導
■ ICT活用の脱落者
■やる気・情熱不足（できない・やりたくない）
■教員同士の学び合う時間不足
■ベテラン教員のコリ（固定概念）
※過去の成功体験から抜け出せない
（変化がこわい、めんどう）

■働き方改革の捉えちがい

アンケートから 07/06/01実施（会員24名）
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■視点1：生徒や保護者、地域の信頼に応えられ
る教師の育成と「新たな教師の学びの姿」を実現
する研修の在り方

■視点２：教科等の専門性と指導力、及びＩＣＴ
活用指導力を含めた新たな課題に対応できる力量
を高める人材育成と研修の在り方

■視点３：地域等と協働し、組織的に諸課題の解
決に取り組むことができる教師の育成

「みる」「きく」「つなぐ」

⑴人事評価シート等の記録の蓄積（ＩＣＴ活用）によって、
面談を充実させている実践【視点１】 ※H中学校

【研修の受講履歴シートの管理】

「みる」「きく」「つなぐ」
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成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」

成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」

⑵外部講師招聘による「チームとしての学校づくり」の実
践【視点１】

成果と課題 ※Y中学校

「みる」「きく」「つなぐ」
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⑶初任者研修を利活用したベテラン教員啓発の実践
【視点１】 ※S中学校

「みる」「きく」「つなぐ」

⑶初任者研修を利活用したベテラン教員啓発の実践
【視点１】 ※S中学校

「みる」「きく」「つなぐ」

⑶初任者研修を利活用したベテラン教員啓発の実践
【視点１】 ※清水中学校

成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」
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⑷新たな課題（ＳＤＧs教育）に対応できる力を高める実
践【視点２】 ※F支援学校

「みる」「きく」「つなぐ」

⑷新たな課題（ＳＤＧs教育）に対応できる力を高める実
践【視点２】 ※F支援学校

成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」

⑸ＩＣＴ活用法等についてのチームとしての研修の実践
【視点２】
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「みる」「きく」「つなぐ」

⑸ＩＣＴ活用法等についてのチームとしての研修の実践
【視点２】 ※N中学校

＊市教委指導主事による「ICT講習会」の実施

①Google Classroomを活用した職員会議の実施
方法について
②様々な形式ファイルをGoogleアプリに変換す
る方法について
③Google Classroomを活用した授業実践事例の
紹介

「みる」「きく」「つなぐ」

⑸ＩＣＴ活用法等についてのチームとしての研修の実践
【視点２】 ※G中学校

成果と課題 ※N中学校 成果 ※G中学校

「みる」「きく」「つなぐ」
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課題 ※G中学校

「みる」「きく」「つなぐ」

⑹若手ミーティングによる学校の組織力強化の実践【視点
３】 ※N中学校

最も切実だった意見
「もっと教材研究の時間がほしい」

「みる」「きく」「つなぐ」

⑹若手ミーティングによる学校の組織力強化の実践【視点
３】 ※N中学校

成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」
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⑺ 地域人材（ゲストティーチャー）との連携・協力により
教育力を向上させている実践【視点３】

ℍ

「職業人に学ぶ会」講師佐藤優氏（まるせい果樹園農場管理責任者）

⑺ 地域人材（ゲストティーチャー）との連携・協力により
教育力を向上させている実践【視点３】 ※O中学校
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成果と課題

「みる」「きく」「つなぐ」

⑻ 自校の課題解決に向けてＰＤＣＡサイクルを機能させて
いる実践【視点３】 ※F中学校

「みる」「きく」「つなぐ」

⑻ 自校の課題解決に向けてＰＤＣＡサイクルを機能させて
いる実践【視点３】 ※F中学校

「みる」「きく」「つなぐ」

成果と課題
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「質の高い学び」と「持続可能な学校」の実現に向けて

⑻ 自校の課題解決に向けてＰＤＣＡサイクルを機能させて
いる実践【視点３】 ※H中学校

⑻ 自校の課題解決に向けてＰＤＣＡサイクルを機能させて
いる実践【視点３】 ※H中学校

「みる」「きく」「つなぐ」 「みる」「きく」「つなぐ」
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成果と課題
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成果（中間） 課題（中間）

福島支会
2025/10/10

すべての教師が課題解
決の見通しをもったり、
解決方法を選択したりし
て、自ら動き出そうとす
る研修にします。

すべての教師が同僚の
話に耳を傾け、自分の考
えを確かにしたり、新た
にしたり、磨き上げたり
する研修にします。

すべての教師が今日の
研修で「自分は何がわか
り、何ができるように
なったのか」を実感でき
る研修にします。

校長が「話す」研修から、校長が「みる」「きく」「つなぐ」研修へ

□ すべての教師に結果の見通しをもたせたり、解決の見通しをもた
せたりしている。

□ すべての教師の多様な見方や考え方を引き出すことができる研修
課題を設定している。

□ 出合わせ方を工夫し、「考えたい」「やってみたい」という思い
を引き出すようにしている。

□ 同僚の考えを聞きたい、自分の考えを話したいと思う問いを設定
している。

□ すべての教師が、互いの考えを比較、検討、吟味することができ
る時間を確保している。

□ 教師と教師の発言をつないで、集団で学び合える研修づくりをし
ている。

□ 分からないことを「分からない」と言える安全・安心な学べる職
員室になっている。

□ 校長が話しすぎることなく教師が話す機会を多く確保している。

□ 研修で何がわかり、どのようなことができるようになったのか、
自分の言葉で学んだことを振り返らせている。

□ 学んだことを活用したり、次の学びにつなげようと考えたりする
場面を位置付けている。

□ 個（キャリアステージ）に応じた振り返りの視点を与え、自分の
成長や変容に気付くことができるようにしている。

□ 教師の学びから自分の学校経営を振り返っている。


